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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本機械工業連合会（JMF）か

ら，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，

厚生労働大臣及び経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 B 9963：2022 
 (IEC 62046：2018) 

機械類の安全性－人の存在を検知する保護設備の 

アプリケーション 

Safety of machinery-Application of protective equipment to detect the 

presence of persons 

 

序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された IEC 62046 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，機械の危険部に潜むリスクを低減又は最小化するために，バリア（機械的隔壁）を使わず

に，一定の区域に存在又は接近する人を検出する保護設備の適用（選定，設置及び使用）について記載す

る。 

この規格の目的は，機械類の個別機械安全規格（タイプ C 規格）の作成者，機械の設計・製造・改造を

行う人，機械安全の認証機関，職場監督者などに，機械の保護設備の正しい適用のための支援をすること

である。 

図 1 及び図 2 は，この規格の背景及び意図する使用を示す。 

箇条 1～箇条 5 及び箇条 7～箇条 8 は，この適用範囲に当てはまる全ての保護設備を対象とする。箇条 6

は，個別の保護設備の適用のための指針を含む。 

この規格の原則は，他の検出技術を使用する機器のアプリケーションに役立つが，この規格では，上記

の機器以外の特定の要求事項はない。 

この規格は，JIS B 9704 規格群及び ISO 13856 規格群で標準化している機器について検討している。他

の検知技術を使用する機器の製品固有の安全関連規格を公表していない限り，機械の危険からの唯一の保

護手段として適合するかは不明である。特に故障状態での挙動が十分に予測できないことがあるため，製

品固有の安全関連規格がない機器の選択及び使用には十分な注意を払う必要がある。 

安全防護機器の適合性の表示として，SILCL（SIL 付与制限，JIS B 9961 参照），PL（パフォーマンスレ

ベル，JIS B 9705-1 参照）又は SIL（安全度水準，JIS C 0508 規格群参照）は，十分ではない。適合性は，

適切な検知手段，環境条件，特に検出能力，障害条件下での挙動などに影響を与え得る環境条件に依存す

る。 

この規格は，TS B 62046:2010 に対する次の重要な技術的変更が含まれている。 

a) ミューティング及び映像利用保護システムを附属書に追加 

b) ミューティング要求事項の変更 

c) ブランキング要求事項の変更 

d) JIS B 9704 規格群のタイプ，JIS B 9961 に基づく安全インテグリティレベル及び JIS B 9705-1 に基づ

くパフォーマンスレベルの制限を追加 


